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窒擬率いつもの通り力鍾って見えるイ(総i;織芋簿覇鰯ブの夜。北野の街もキラキラしてくる。・1586)、ＶＩＥＷ(冠221.3037)などで、だからクリスマス・ナイトは思い切りお特別な日にふさわしいムードをＸ,mas酒落をして楽しみたい。に欠かせないシャンパンベースのカクテ

ルで楽しみたい。人気が高いのはカシス
を加えたキールロワイヤル。ジンとレモ
ンと砂糖をシェイクしたものをシャンパ
ンで割ったフレンチ7 5 は映画「カサブラ
ンカ」にも登場ｂブラック．ベルベット
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I ま、黒ビールと
割ったビターな
味わい。お好み
に合わせてどう
ぞ６

フランス料理

北野クラブ
中央区北野町１丁目5 - 7

竃2 2 2 - 5 1 2 3
１１A M～２: 3 O P M

( ランチ/ クインズランチは2 : 3 O P M まで）
５PM～1 0 : 3 O P M (ディナー）

神戸割烹

お可川
中央区北野町１丁目5 - 1 0

念2 2 2 - 3 5 1 1
１ＭM ～ｇＰＭ

手づくりのシフォンケーキと
サンドイッチ
ファミリア

オヒ野坂ハウス
中央区北野町２( 北野鋤

壷2 2 2 - 3 5 3 5
１１A M ～６ＰＭ月曜休
会員制レストラン

インターナショナルゾーン
q八$月B Lパ､ qパC L U B
力サブ. ランカクラブ．
中央区北野町３－１－６

念241 - 0 2 0 0 . 2 2 2 - 0 1 8 2 (バビロン）
入会金1 0 , 0 0 0円お食事2 , 0 0 0円～
1 7 : 0 0 ～2 4 : 0 ０（フルコース）

聯
奄" ･ が

中央区北野町4 丁目8 - 3

スカンディナビア料理と
世界の民族音楽の店

ゴックスタッド
中央区山本通回教寺院前

査24 2 - 0 1 3 1
５R M ～0 : 0 0 A Ｍ水曜定休

ワインレストラン・ワインハウス

ﾛ牙.◎だ
中央区北野町４丁目９－１４

恋2 2 2 - 3 2 0 0

料亭・ラウンジ

北野異人坂
中央区北野町２丁目９‐２２

缶2 2 2 - 2 0 0 1
1 ＭM ～６P M ( ティー＆ランチタイム）
6 R M ~ 1 1 P M 鮮轄＆ラウンジﾀ ｲ ﾑ ）

神戸で最初に公開された異人館

うろこの家
中央区北野町２丁目

念2 4 2 - 6 5 3 0

フランス料理

グラシアニ
中央区北野町４－８－１

壷2 4 2 - 0 5 9 7 火曜休予約制

フランス料理

ビストロドｩ ﾘ ﾖ ﾝ
中央区山本通２丁目1 3 - 6

冠2 2 1 - 2 7 2 7
正午～1 0 ＦＭ月曜休

雫稗芦蒔梼
中央区中山手通１丁目2 3 - 1 0
モンシャトウコトブキビル

壷2 4 2 - 3 5 6 7
1 1 A M ～５F M ( ティータイム）土暇休
６P M ～1 2 F M （ドリンクタイム）日祝休

異人館のユーハイム

ラインの館
中央区北野町２丁目1 0 - 2 4

念2 2 2 - 6 2 6 6
1 0 A M ～６ＰＭ第３木曜定休

フランス紫班里

グーニー北野
中央区北野町2 丁目7 - 1 8
リンズギャラリーB 1 F

a 2 4 2 - 2 5 6 2

英国風レストラン

St､GeorgeJapan
中央区北野町１丁目2 - 1 7

念242-1234
１１A M～S P M (ランチタイム）
５RM～1111M(会員制）

フランス料理

ジャン・ムーラン
中央区北野町３丁目１－１

壷2 4 2 - 4 1 8 8
１１:３０AM～２PＭ
５剛～1 0 1 1 Ｍ水曜休ノ
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そ
ば
粉
は
本
場
信
州
も
の
、
だ
し

は
か
つ
お
を
始
め
、
多
種
使
用
。
美

味
し
さ
の
秘
密
は
こ
の
そ
ば
と
だ
し

の
組
み
合
せ
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
天

井
と
ミ
ニ
そ
ば
、
か
つ
井
と
ミ
ニ
そ

ば
の
〃
ミ
ニ
・
シ
リ
ー
ズ
〃
（
８
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０
円
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が
好
評
だ
。
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気
ど
ら
ず
肩
の
こ
ら
な
い
家
族
的

な
雰
囲
気
。
う
ど
ん
、
そ
ば
、
寿
し

等
何
で
も
美
味
だ
が
人
気
メ
ニ
ュ
ー

は
、
寿
し
、
う
ど
ん
定
食
（
２
時
ま

で
）
と
丸
万
う
ど
ん
。

中
央
区
中
山
手
通
１
１
幻
ｌ
Ⅱ

ａ
２
２
１
１
８
３
７
９
ｎ
時
〜
創
時

火
曜
休

E、.』

九
万

”、､

S灘ＹｊＸＣ》●

『
函
・
＆

天
ぷ
厚
生
診
ば

ま
つ
計

国
産
最
高
級
の
そ
ば
を
自
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ゆ
で
た
て
〉
の
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と
し
て
、
ゴ
シ
が

強
く
、
の
ど
ご
し
の
よ
い
そ
畷
、
う

ど
ん
が
好
評
。
落
ち
着
い
て
、
お
食

事
し
て
い
た
だ
け
る
雰
囲
気
と
本
物

の
味
を
ご
哲
味
く
だ
さ
い
。
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お
昼
時
は
、
い
つ
も
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
や
Ｏ
Ｌ
で
賑
わ
っ
て
い
る
そ
ば
処
。

美
味
し
い
と
定
評
の
あ
る
カ
レ
ー
う

ど
ん
、
カ
レ
ー
そ
ば
の
他
、
お
そ
ば
定

食
、
い
な
り
定
食
も
好
評
。

お
座
敷
も
あ
り
、
宴
会
シ
ー
ズ
ン
に

は
も
っ
て
こ
い
。
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自
家
製
の
味
は
ま
さ
に
本

格
派
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
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は
三
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類
の

そ
ば
を
盛
り
あ
わ
せ
た
三
色
そ
ば
。

又
、
柚
子
き
り
、
け
し
き
り
、
田
舎

そ
ば
も
彩
り
美
し
く
人
気
が
あ
る
。

予
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す
れ
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そ
ば
点
心
な
ど
も
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今蓉言さ
☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
の
優
雅
な
＋
イ
ト
ラ
イ
フ
を
演
出
す
る

気のきいたおもてなし。この当た
り前のことをさりげなく味わって
いただきたいと思います。 認

年
を
送
る
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
聖
夜

，

神戸市中央区北長狭通2 - 1 1 - 2
TEL.(078)331-8626

画
」
Ｉ

卯;差i9"&‘
毎日、ママさんの自宅の井戸から
運んでくる六甲の水。その水で作
られる水割りの味は格別です。

神戸市中央区三宮町２丁目
（三宮本通）
ＴＥＬ(078)331-1875

ｌ
ｈ
■
面

ｌ
ｈ
■
面

A
ii＝

二ＩI、 Ｌ軍日

韓
』- 画

ス ナツク

桃の水
)画
１

辺

)画
１

辺

＝里

へ
ふ

鱗
舞
一

内

嬉
令

〆

日本舞踊は藤間流、長唄は岡安の
名取りと日本趣味の島津初美ママ。
桃のように暖かい雰囲気です。

一蓮－１．
行曇鞘
蚤、‐《総謹雷神戸市中央区下山手通2 - 1 6 - 8

TEL.(078)391-0297(カラオケ可）
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崖為
ＫＯＮ－ＲＯＮ

アダルトな雰囲気に包まれて､ 静か
に､ そして本格的に酒が楽しめる崖
篇i ･ 酒を愛する方にお勧めのＢａｒ

神戸市中央区北長狭通2 - 1 - 1 1
玉弘第２ビル７Ｆ
TEL.(078)333-9306

〆

可

､ 鰹" 雄α〃､ 鰹" 雄α〃
コスモポリタンな北野の雰囲気に
包まれて、お酒を本当に楽しんで
いただけるナイトスポットです。

神戸市中央区山本通２－１３
（異人館通り）
ＴＥＬ.(078)242-2469

コスモポリタンな北野の雰囲気に
包まれて、お酒を本当に楽しんで
いただけるナイトスポットです。

神戸市中央区山本通２－１３
（異人館通り）
ＴＥＬ.(078)242-2469；意寄暑

愚
、
竜
寒

SﾉY74cｨ(〈

崖為
ＫＯＮ－ＲＯＮ

アダルトな雰囲気に包まれて､ 静か
に､ そして本格的に酒が楽しめる崖
篇i ･ 酒を愛する方にお勧めのＢａｒ

神戸市中央区北長狭通2 - 1 - 1 1
玉弘第２ビル７Ｆ
TEL.(078)333-9306

函一F

落合健・雅子さんはアイデア夫妻。
今雅、みやびな心で､ 気楽に飲んで
唄って明日へのリフレッシュを. ／

雑 呑雑呑SﾉY74cｨ(〈

落合健・雅子さんはアイデア夫妻。
今雅、みやびな心で､ 気楽に飲んで
唄って明日へのリフレッシュを. ／

ゐ

神戸市中央区北長狭通1 - 5 - 9
ＫＣＢビル3 Ｆ（カラオケ可）
TEL.(078)332-0051

，函１ｂ

神戸市中央区北長狭通1 - 5 - 9
ＫＣＢビル3 Ｆ（カラオケ可）
TEL.(078)332-0051
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珊
年
を
送
る
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
聖
夜

ノ

「
朋
年
を
送
る
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
聖
夜
ノ

／

庇瑞麦i可，
生田新道の夜のきらめく風景を眺
めながら､ ジョージ佐藤､ 小田イタ
ルのライブを／7 0 人までの負切り
パーティー可。
☆１２月2 3 日クリスマスパーティー
（唄松本幸三他）１名様１万円
神戸市中央区北長狭通1 - 1 0 - 6

ムーンライトビル5ＦT E L . ( 0 7 8 ) 3 3 3 - 8 1 5 1

ジャズのスタンダーードなら森哲也
さんと定評の彼のピアノで唄える
なんて幸せ｡ ムードはゴージャス。

神戸市中央区下山手通2 - 1 1 - 1
TEL.(078)391-2369

、

DjKYbyDjNY
緑ゆみ子

若い人々からアダルトな人々に､ フ
ィットするミュージックラウンジ. ／
お手軽な値段でライブの楽しさを. ／

神戸市中央区下山手通2 丁目1 1 - 5
ワシントンホテルＢ１Ｆ
ＴＥＬ(078)392-4173

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
の
優
雅
な
＋
オ
ト
ラ
イ
フ
を
演
出
す
る
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１１１１

神戸市中央区中山手通1 丁目1 5 - 7
（東門工一スタウンビル1Ｆ）

TEL｡(078)332-2078

レ
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ｈ韓畠
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ハーバーキングレストラン
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留
学
生
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

国
際
交
流
の
出
発
点
ノ

神戸星和台街並イメージスケッチ／古田義弘

、

街 づ 〈リ 嶋田勝次
神戸大学工学部教授

く５〉凸．

外
国
の
国
々
か
ら
日
本
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
文
化
に
接
し
た
い
、
日
木
の
学
術
に
学
び
た
い

と
い
う
外
国
の
学
生
の
欲
求
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ

て
来
て
い
る
。
そ
の
要
望
に
こ
た
え
る
住
環
境
の
う

つ
わ
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。

各
大
学
に
お
け
る
留
学
生
会
館
は
、
ま
だ
十
分
と

は
い
え
な
い
。
ま
た
街
の
下
宿
屋
が
伝
統
の
な
い
と

こ
ろ
に
そ
だ
つ
わ
け
は
な
い
し
、
急
増
出
来
る
わ
け

は
な
い
。

し
か
し
明
治
以
降
の
神
戸
の
外
国
人
や
外
国
文
化

と
の
交
流
の
波
に
、
現
在
う
ま
く
対
応
し
て
い
く
き

っ
か
け
を
つ
く
り
上
げ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

各
国
料
理
の
交
換
、
運
動
会
、
子
供
会
、
ピ
ク
ニ

ッ
ク
な
ど
、
ハ
ー
ド
な
も
の
づ
く
り
か
ら
で
は
な
く
、

ソ
フ
ト
な
人
間
の
ふ
れ
あ
い
づ
く
り
か
ら
交
流
が
深

ま
る
こ
と
こ
そ
が
ま
ず
必
要
で
は
な
い
か
。

街
づ
く
り
は
施
設
づ
く
り
も
あ
る
が
、
そ
の
前
に

広
場
に
人
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
、
人
種
の
違
い
、
身
分
の
違
い
を
と
り
除
く
と
こ

ろ
か
ら
の
出
発
も
あ
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

１

ノ

屍
印
画
‐
刊
陥
Ｆ
Ｆ
叩
‘
Ⅲ
『
０
，
Ａ
済
．
箱
狸
Ｆ
・
・
１
１
尋
０
．
『
一
Ｊ
４
．
？
。
同
、
陵
Ｆ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
’
１
Ｉ
Ｉ
Ｌ
勺
『
訓
‐
こ
”
０
‘
山
引
室
『
」
Ｉ
１
１
咽
■
■
蝿
国
ｒ
匹
帆
Ｎ
副
詞
〆
・
別
１
画
□
ｂ
堅
男
‐
’

街

｜ご

Lｒ
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Ⅲ
Ⅲ
、
、
叩
畑
”
‐
ｒ
ｌ
ｌ
０
Ｌ
印
』
」
【
一
一
州
宮
里
九
Ｍ
叩
‐
個
竿
・
目
蝉
函
Ｌ
画
一
Ｌ
剥
馴
綱
二

／

／
、
老
人
室
を
家
族
皆
か
ら

づ
暖
か
く
見
守
れ
る
よ
う
に
／

家
“
蕊
縄
雛
離
簾
薩
曝

し
ん
で
い
る
の
か
、
孫
た
ち
に
囲
ま
れ
て
笑
顔
い
っ

ぱ
い
人
生
の
完
成
の
時
代
に
過
去
の
栄
光
を
半
謝
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
親
で
あ
り
な
が
ら

粗
大
ご
み
と
毛
嫌
い
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

年
老
い
て
体
の
一
部
が
そ
こ
な
わ
れ
て
家
族
の
祁

手
に
さ
れ
な
く
な
っ
て
、
不
便
な
老
人
室
を
あ
て
が

わ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
考
え
る

と
、
二
世
代
家
族
か
ら
三
世
代
家
族
の
家
族
構
成
、

更
に
各
家
族
の
状
況
な
ど
か
ら
、
家
族
の
中
で
助
け

合
え
る
姿
勢
を
ど
う
え
が
き
出
せ
る
か
を
兄
川
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

家
を
計
画
し
た
時
、
家
を
求
め
た
時
、
将
来
を
ど

う
イ
メ
ー
ジ
し
て
来
た
か
を
思
い
返
せ
ば
、
裏
腹
な

こ
と
も
思
え
よ
う
が
、
た
え
ず
ゆ
と
り
を
当
然
考
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
よ
り
前
に
家
族
全
員
の
住
宅
の
中
心
に
老
人

の
生
活
を
ど
っ
し
り
お
く
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

リ

，
。
、
四
『
Ｌ
Ｆ
‐
写
０
閃

家
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ｈ

霞蕊霧
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⑫＆＆ろ司法Ｉ一宮も二角
ｈ

母

皇認雲塞鐘 ﾉ カコーナー Ｂ１
ｊ

p 三壱＝一

皇亜函

蕊 譲

凹面芹ｑ

塞蕊蕊憲言諦

＼･ ﾌ ｧ ﾐ ﾘ ｧ

「

ﾅ ﾁ ｭ ﾗ ﾙ ハウス神戸店
神戸市中央区元町通2丁目7-7TELO78(392)3661
●営業時間/10:00AM～8:0OPM年中無休
●取扱品目/ 青果､ 生鮮､ 乳製品､ 惣菜､ パン､ 菓子､ 加工食品
化粧品､ 栄養補助食品、日用雑貨､ 本､ e t c ．

＝ ﾖ R 嘉一 ｬ 毒昌一

そして見逃せないのがガラス張
りのフェイシャルブーナー。ここ
で､ 自然化粧品を使った肌の手入れ
とメイクアップをしてもらえるの
です｡ ｢ 他の化粧品メーカーと違っ
て、自然化粧品はサンプルを作り
にくいんですね。だから実際に肌
で効果をわかっていただこうと思
って…もちろん無料ですし、使っ
た化粧品を押し付けたりしません
からご安心を」と、担当の三森英
子さん。予約しておけばパーティ
のためのメイクアップなども気軽
にしてくれるということです。と
てもメイクが上手なスタッフがい
るんですって。
そして、もうひとつ注目したい

のが、楽しくなったダイエットコ
ーナー。ポッチャリ型の人、ガッ

皇亜函

ナチュラルハウス神戸店が新し
くなったと聞いて、もう好奇心い
っぱい。どんなおいしいものが発
見できるかと、胸ドキドキで探検
に出かけました。
第一印象は、店内がとても明る

くオープンな雰囲気になったこと。
ちよとおしゃれな“フーズ･ ブテ

ィック, ，みたいな感じです。
何よりも嬉しいのは､ フェイシヤ

ル＆ダイエットコーナーが、とて
も親しみやすくなったこと。ナチ
ュラルハウスオリジナルの自然化
粧品ココテイナドウーや､ アプリコ
ットオイルが原料のイギリス製の
クレイトンなど、ピュアな化粧品
がズラリ。アイシャドウや口紅な
どのメイクアップシリーズも充実
したみたい、

里強

⑮

シリ型などタイプ別に、効果のあ
る食品がわかりやすく並べられて
いるのです。ｒうちには、せっぱつ
まったお客様より、もっとプロポ
ーションを良くしたいという感じ
の方が多いんです。だから繊維質
が多くて空腹感がなく、ビタミン
類を含んでいて、しかも肌がキレ
イになるというメニューを、栄養
士がその方に合わせてお作りしま
すよ」
このフェイシャル＆ダイエット

コーナーの他に、減塩や減糖の商
品もパワーアップ。非アレルギー
食品のコーナーも新設されました。
体を作っているのは毎日の食物。

おいしくてヘルシーなナチユラル
フーズで" キレイ，' と“元気" をめざ
したいな。
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■六甲店（阪急六甲駅西300m/駐車場完備)…･……･…………冠078(881)6000
婦人服とき垣エリー

ョカ－ラ(阪神みかげ駅北国道2号線沿東灘警察前/駐車場完備)…壷0 7 8 ( 8 4 3 ) 4 1 0 0

米国宝石学会鑑定鑑別士( G , 1 . A 心. G ･ ) 大野治代他2 名
図ﾗボﾙﾃ芦屋店（JR芦屋駅前北ﾗポﾙﾃ芦屋1F)…･…･…･……･･･…壷0797(22)8800
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「
エ
ン
バ
」

ん
で
、
約
百
回

誌
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
ー
ー
ー
ス
に
よ
る

都
ア
ー
ト
展
の

睦
終
会
と
、
新

〃
し
い
職
員
会

詫
館
で
の
ア
ー

石
ト
ホ
ー
ル
で

搾
の
出
発
ち
で

左
も
あ
る
。

ほ
か
に
も

鱗

鋪
卜
に
バ
レ
エ
の
宮
城
昇
と
わ
く

わ
く
し
そ
う
な
顔
ぶ
れ
。

「
自
分
が
本
当
に
観
た
い
と

思
っ
た
ら
自
分
で
作
っ
た
方
が

手
っ
取
り
早
い
ん
で
す
。
」
と

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
胸
の
内
を

語
っ
て
く
れ
た
。

国
氾
／
四
日
相
や
ｍ
ｌ
型
日
応
函
伽
ｌ

お
問
合
せ
０
７
９
８
（
７
２
）
９
３
９
７

ジ
ョ
イ
ン
ト

謎
ラ
イ
ブ
と
い

霊
う
か
ら
凄

尾
、
◎
西
し

ま
た
ゲ
ス

☆
三
浦
照
子
（
詩
人
）
を
囲
む

華
麗
な
る
集
い

マ
ル
チ
人
間
の
三
浦
照
子
さ

ん
を
象
徴
す
る
よ
う
な
華
麗
な

人
脈
の
集
い
が
、
十
月
二
十
日

兵
庫
県
教
職
員
会
館
の
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
約
三
百
人
が
才
女

を
囲
ん
で
の
熱
気
の
こ
も
っ
た

会
で
あ
っ
た
。

ま
ず
美
術
書
院
よ
り
の
、
三

浦
照
子
短
編
集
「
さ
よ
な
ら
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
」
の
出
版
記
念
会
で

あ
り
鯉
川
節
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

蕊

た
高
橋
さ
ん

都
の
個
展
で
の

嗣
こ
と
。
旧
居

》
留
地
を
は
じ

め
神
戸
を
代

１
１２１
１

、
日
頃
外
に
出

る
機
会
の
少

都
な
い
障
害
者

藷
に
と
っ
て
は

釦
特
に
、
大
き

な
自
信
に
な

手
づ
く
り
童
話
展
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
と
か
、
ま
こ
と
と
に
多

彩
。
顔
ぶ
れ
も
、
故
足
立
巻
一

夫
人
や
旭
堂
小
南
陵
さ
ん
石
井

亮
議
員
、
そ
し
て
画
家
た
ち
と

フ
ァ
ン
が
あ
い
集
っ
た
。

表
す
る
近
代
洋
風
建
築
の
雄

姿
、
既
に
取
り
壊
し
の
決
ま
っ

た
ピ
ル
な
ど
約
釦
点
が
展
示
さ

れ
た
。
「
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の

一
番
美
し
い
表
情
を
捉
え
る
た

☆
張
恵
美
さ
ん
が

県
技
能
顕
功
賞
を
受
賞

阪
急
春
日
道
駅
近
く
の
商
店

街
で
「
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
・

エ
ミ
洋
装
店
」
を
経
営
さ
れ
て

い
る
張
恵
美
さ
ん
が
県
技
能
顕

功
賞
を
受
賞
さ
れ
、
ｎ
月
妬
口

に
兵
庫
県
公
館
で
表
彰
式
が
行

な
わ
れ
た
。

張
さ
ん
は
神
戸
生
ま
れ
。
昭

和
妃
年
か
ら
エ
ミ
洋
装
店
を
自

営
。
型
紙
を
使
わ
ず
に
一
枚
の

布
を
裁
断
し

職
蕊

体
裁
断
は
ま
さ
に
熟
練
し
た
職

人
芸
。
業
界
の
発
展
に
関
与
し

た
功
績
も
大
き
い
。

約
如
年
間
に
わ
た
っ
て
こ
の

仕
事
に
従
事
し
て
き
た
手
か
ら

は
、
も
う
五
千
着
以
上
も
の
作

品
を
生
み
出
し
て
い
る
が
、
「
体

の
続
く
限
り
仕
事
を
続
け
て
い

き
た
い
。
」
と
脂
の
乗
り
切
っ

た
力
強
い
言
葉
。
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
魔
法
の
手
は
良
い
作
品

を
生
み
出
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

☆
障
害
者
と
手
を
取
り
合
い
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
横
断

本
誌
６
月
号
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ

ー
ナ
ル
で
紹
介
し
た
「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
・
人
間
の
旅
佃
」
が
、

今
、
各
地
で
報
告
会
を
開
い
て

い
る
。
今
年
５
月
虹
日
か
ら
６

月
別
日
ま
で
、
障
害
者
泌
名
、

健
常
者
町
名
の
総
勢
飢
名
の

旅
。
参
加
者
の
一
人
、
神
戸
市

垂
水
区
在
住
の
谷
口
敦
子
さ
ん

。』海ｅ
Ｂ歴a ｋ

め
に
早
朝
か
ら
撮
影
を
行
な
っ

た
り
も
し
ま
し
た
」
と
高
橋
さ

ん
の
言
葉
ど
お
り
、
回
り
の
風

景
や
自
然
、
特
に
空
の
青
さ
と

建
物
と
の
コ
ン
ト
ス
ラ
ト
が
絶

妙
。
三
年
間
の
集
積
が
見
事
に

花
開
い
た
素
晴
ら
し
い
写
真
展

で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
本
誌

の
〃
近
代
洋
風
建
築
シ
リ
ー

ズ
〃
で
引
き
続
い
て
美
し
い
写

真
を
見
せ
て
下
さ
い
ネ
。

☆
観
た
い
モ
ノ
は
自
分
で
作
る

こ
の
６
月
に
家
庭
の
主
婦
が

バ
レ
エ
の
公
演
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
事
で
話
題
と
な
っ
て
い

た
西
尾
皆
香
さ
ん
。
彼
女
が
こ

ん
ど
は
も
っ
と
す
ご
い
ラ
イ
ブ

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
。
哩
月

調
、
型
日
神
戸
国
際
会
議
場
メ

イ
ン
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
る

「
風
神
・
雷
神
」
が
そ
れ
。
賞

を
総
ナ
メ
し
て
い
る
横
笛
奏

者
、
藤
舎
推
峰
と
世
界
的
に
有

名
な
和
太
鼓
奏
者
、
林
英
哲
の

灘
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」
と
谷
口
さ

ん
。
今
後
は
、
ビ
デ
オ
上
映
会

を
通
じ
て
、
一
般
の
障
害
者
へ

の
理
解
と
、
障
害
者
自
身
の
自

立
意
識
の
啓
蒙
に
役
立
て
れ
ば

と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

画
問
合
せ
商
０
７
８
（
７
０
６
）
３
９

６
６
谷
口
迄

☆
大
成
功
に
終
り
ま
し
た

〃
近
代
洋
風
建
築
写
真
展
″

「
期
間
中
、
九
百
人
余
り
の

方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
ホ
ッ
と
一
息
の
高
橘
裕
嗣
さ

ん
。
こ
れ
は
ｎ
月
加
日
よ
り
６

日
間
に
わ
た
っ
て
リ
ブ
・
ラ
ブ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
開
か
れ

の
手
で
記
録
ビ
デ
オ
が
完
成

し
、
上
映
さ
れ
て
い
る
。

砂
嵐
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
健

常
者
に
と
っ
て
も
過
酷
だ
。
障

害
者
の
介
助
は
初
め
て
と
い
う

参
加
者
も
多
く
、
訓
日
間
に
は

ト
ラ
ブ
ル
も
幾
度
か
あ
っ
た
が

「
１
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
た

意
義
は
大
き
く
、
日
頃
外
に
出

灘
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：

夫
婦
仲
動
物
園
一
は
何
と
い
っ
て
も
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

の
ジ
ュ
ン
と
ネ
ネ
で
あ
る
。

病
気
で
あ
っ
て
も
二
人
（
？
）
を
分
け
る
こ
と
は
ま
ず

不
可
能
だ
。
互
い
が
か
ば
い
あ
う
姿
に
は
、
こ
ち
ら
の
手

が
に
ぶ
っ
て
し
ま
う
。

高
熱
が
続
く
メ
ス
の
ネ
ネ
に
ク
ス
リ
を
入
れ
た
牛
乳
を

飲
ま
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
パ
ッ
と
横
ど
り
し
た
オ
ス
は
持

っ
て
く
る
際
、
何
か
や
っ
て
い
た
ぞ
。
格
子
越
し
私
の
挙

動
を
見
て
お
り
、
さ
か
ん
に
鼻
で
膜
ぐ
。
熱
の
あ
る
ネ
ネ

は
分
ら
な
い
が
、
オ
ス
の
ジ
ュ
ン
は
見
破
っ
て
ネ
ネ
に
飲

ま
さ
な
い
の
だ
。

両
手
で
夫
婦
同
時
に
飲
ま
せ
て
や
っ
と
投
薬
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
二
部
屋
あ
る
の
で
な
ん
と
か
分
け
よ
う
と

鱗
蕊ミ

：

１
１２３
１

鱗 Ｐ

鋲
劇
皐

し
て
も
ジ
ュ
ン
は
皿
キ
ロ
の
巨
体
で
扉
の
レ
ー
ル
に
腰
を

下
ろ
し
、
頑
と
し
て
ネ
ネ
を
閉
じ
こ
ま
せ
な
い
。
そ
の
頑

固
な
こ
と
に
は
こ
ち
ら
が
閉
口
し
て
し
ま
っ
た
。

日
中
は
お
客
さ
ま
に
見
て
裁
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ジ
ュ
ン
だ
け
で
も
外
に
出
そ
う
と
す
れ
ど
、
熱
の
あ
る
ネ

ネ
か
ら
決
し
て
離
れ
な
い
。

し
つ
こ
く
叱
っ
た
ら
、
ジ
ュ
ン
は
ゴ
オ
ロ
ロ
、
ゴ
オ
ロ

ロ
、
喉
を
鳴
ら
し
て
怒
り
な
が
ら
あ
の
ご
つ
い
手
で
抱
き

か
か
え
、
ネ
ネ
を
外
へ
連
れ
だ
し
て
し
ま
っ
た
。

え
ら
い
こ
と
し
た
。
慌
て
た
の
は
私
の
方
だ
。

ネ
ネ
は
部
屋
に
戻
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
や
め
さ
せ
よ

う
と
す
る
ジ
ュ
ン
は
ネ
ネ
に
ひ
ど
く
咳
ま
れ
泣
声
さ
え
だ

し
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
に
は
治
療
し
て
貰
う
な

ど
、
決
し
て
理
解
は
で
き
な
い
。
全
て
が
敵
対
行
為
に
し

か
見
え
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。

【
雨
の
中
に
寝
た
ふ
り
を
し
た
ネ
ネ
】

頑
固
と
い
え
ば
、
雨
の
中
に
寝
た
ふ
り
を
し
た
時
が
あ

っ
た
。故

障
し
た
出
入
扉
（
右
）
が
開
か
な
く
な
っ
た
時
の
こ
と

で
あ
る
。
並
ん
だ
（
左
）
扉
か
ら
出
入
り
さ
せ
よ
う
と
し
た

ら
エ
サ
に
誘
わ
れ
た
ジ
ュ
ン
は
、
警
戒
し
な
が
ら
も
扉
を

く
ぐ
っ
た
が
、
ネ
ネ
は
頑
と
し
て
故
障
し
た
何
時
も
の

（
右
）
扉
前
に
座
っ
て
動
か
な
い
。

ゴ
ッ
ン
。
ゴ
ッ
ン
。
ゴ
ッ
ン
。
お
で
こ
で
ノ
ッ
ク
を
飽

き
も
せ
ず
続
け
る
。
開
け
ろ
と
云
う
の
だ
。

「
ネ
ネ
、
そ
こ
は
あ
か
ん
。
こ
っ
ち
だ
／
・
」

怒
鳴
る
声
に
ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー
頑
と
し
て
動
か
な
い
。

と
、
そ
の
時

叱
る
私
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
ジ
ュ
ン
は
バ
ナ
ナ
を
口
に

ま
た
ぞ
ろ
出
て
き
た
。
ネ
ネ
を
連
れ
こ
も
う
と
す
れ
ど
ネ

ネ
は
ジ
ュ
ン
に
咳
み
つ
ぐ
ば
か
り
。

転銀寸弄蒋櫨誌垂錨

蕊識欝

霞
…

蝋

；

;鱗
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「
そ
ん
な
ら
ほ
っ
と
く
ぞ
／
●
」

そ
の
日
、
閉
園
か
ら
三
時
間
。
暗
闇
に
な
っ
た
屋
外
に

放
っ
た
ま
ま
の
ネ
ネ
が
心
配
で
戻
っ
て
き
た
の
は
私
の
方

で
あ
る
。

「
や
っ
ぱ
り
入
っ
て
い
な
い
」

ぬ
き
足
。
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
足
を
運
ん
で
も
相
変

ら
ず
座
っ
た
ま
ま
。
故
障
の
扉
を
開
け
る
／
と
い
う
の
だ
。

仕
方
な
く
泊
り
こ
ん
だ
深
夜
、
運
悪
く
雨
と
な
っ
た
か

ら
、
き
っ
と
入
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
や
は
り

雨
中
に
座
っ
て
い
た
。
あ
き
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
夜
が
明
け
た
。
結
局
は
一
度
も
部

屋
に
入
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
う
思
っ
た
翌
朝
の
作
業
中
で
あ
る
。

「
あ
れ
、
え
ら
い
エ
サ
が
減
っ
て
い
る
ぞ
」

「
あ
っ
ウ
ン
コ
も
し
て
い
る
／
」

い
や
は
や
、
私
は
完
全
に
負
け
で
あ
り
ま
し
た
。

ウ
ー
タ
ン
夫
妻
は
、
立
去
る
私
を
、
い
か
に
も
忍
び
よ

っ
て
い
る
つ
も
り
の
私
を
、
ぬ
け
ぬ
け
見
て
い
た
の
だ
。

私
の
立
去
っ
た
あ
と
、
さ
っ
と
部
屋
に
入
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。と

に
も
か
く
に
も
動
物
た
ち
は
石
橋
を
た
た
き
一
度
経

験
し
た
我
道
を
行
く
の
で
す
。

【
動
物
界
き
っ
て
の
頑
固
も
の
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
】

こ
の
よ
う
に
日
々
の
生
活
か
ら
一
日
の
生
活
パ
タ
ー
ン

を
体
で
覚
え
た
動
物
た
ち
は
安
全
第
一
主
義
。
僅
か
な
作

業
順
の
狂
い
に
も
達
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
に
ま
た
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
る
程
、
キ
ー
パ
ー
に

色
々
と
意
志
表
現
し
て
く
れ
る
よ
う
に
も
な
る
。

嬉
し
い
こ
と
だ
が
、
馴
れ
る
と
同
時
に
無
理
さ
え
云
っ

て
く
る
。
い
や
、
反
抗
す
る
こ
と
で
意
志
を
通
す
こ
と
さ

え
覚
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

⑤

昭
和
加
年
開
園
当
時
、
ゾ
ウ
を
連
れ
各
地
に
移
動
動
物

園
と
し
て
出
張
し
た
が
、
ゾ
ウ
の
次
に
は
ラ
ク
ダ
や
ラ
イ

オ
ン
も
連
れ
て
行
っ
た
。

道
中
全
て
貨
物
列
車
輸
送
だ
か
ら
国
鉄
駅
ま
で
歩
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

性
は
よ
い
が
一
カ
月
近
く
も
地
方
都
市
の
広
場
で
皆
様

に
見
て
頂
い
た
が
、
い
よ
い
よ
帰
神
す
る
こ
と
に
な
っ
て

ラ
イ
オ
ン
や
ヒ
ョ
ウ
は
椎
の
ま
ま
貨
車
に
積
み
込
ん
だ
も

の
の
ラ
ク
ダ
が
座
り
こ
ん
で
動
か
な
く
な
っ
た
。
前
後
の

足
を
折
り
た
た
む
ラ
ク
ダ
の
正
座
は
ウ
マ
で
は
座
れ
な
い

ラ
ク
ダ
科
の
特
徴
だ
。

耳
を
ね
じ
っ
て
も
鼻
を
引
っ
ぱ
っ
て
も
頑
つ
と
し
て
座

っ
た
ま
ま
、
貨
車
へ
の
乗
車
拒
否
が
続
い
た
。

刻
々
と
迫
る
発
車
時
刻
に
あ
せ
る
私
は
、
あ
の
テ
コ
の

応
用
。
丸
太
で
ヨ
ッ
コ
ラ
シ
ョ
と
起
し
た
ら
、
ゴ
ロ
ン
。

横
に
ひ
つ
く
り
返
っ
た
ラ
ク
ダ
は
座
っ
た
ま
ま
の
格
好

で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
立
上
ろ
う
と
は
し
な
い
。

至
し
方
な
く
座
っ
た
格
好
の
ま
ま
ロ
ー
プ
で
吊
り
あ
げ

乗
せ
た
こ
と
。
動
き
だ
し
た
貨
車
の
中
で
も
頑
固
の
ラ
ク

ダ
は
座
っ
た
ま
ま
だ
か
ら
ブ
レ
ー
キ
や
ゆ
れ
に
よ
く
ひ
つ

く
り
返
っ
た
。
そ
れ
で
も
頑
固
に
座
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
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篭識篭
瀞

専薄

坐の蟹すき
回荒磯ｺ ｰ ﾇ 8 , 0 0 0 円§
回満足ｺ ｰ ｽ 9 , 5 0 0 臨
圃大満足.実ヌ1 2 , 5 0 0 噸
四花遊コース6 , 5 0 0 噸

■花遊コースは女性専科く1 1 : 0 0 A M～2 : 0 0瓢> 5名様以上

その他､ かにの・品料理いろいろ承ります５

政府登録･ 国際観光旅館

ホテル墨桓
神戸市中央区下山手通4 - 5 - 1 ＜全但会館＞
ＴＥＬ．（０７８）３９１－３８３８( 代）

現代感覚の中で味わう
イロのぞすらどを

二$藻 ‘職繍 蕊蕊灘議#》蕊鱗鍵

茶房'し奴
KI S 直営店

神戸市l{ 1央区元町述4- 1 - 1ＴＥＬ(0 7 8 ) 3 8 2 - 1 9 8 1
平日１０:O0AM.～6:3OPM，１１，祝８:00川.～6:30RM．

クリエイティブな店舗づくり
店舗の演出家ＫＩＳ
株式会社関西インテリアサービス

本社〒6 5 l 神戸市中央区小町柄通3 - 1 - 1 5
TEL(078)231-5130ＦＡＸ(078)232-3448
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■ し

■兵庫大仏を再び兵庫の地に－

戸

霞

１
１２６
１

兵庫の大仏つあん
わが町のシンボノ

奈
良
、
鎌
倉
と
並
ん
で
日
本
三
大
仏
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
た
兵
庫
大
仏
。

今
夏
、
叩
分
の
１
の
原
型
も
完
成
、

新
た
な
デ
ザ
イ
ン
で
よ
み
が
え
っ
た
。

兵
庫
大
仏
再
建
の
日
が
近
ず
き
つ
つ
あ

る
。

し
か
し
昭
和
岨
年
、
当
時
の
金
属
回

収
令
に
よ
っ
て
兵
庫
大
仏
は
姿
を
消
し

た
。
だ
が
、
兵
庫
っ
子
に
と
っ
て
、
〃
兵

庫
の
大
仏
つ
あ
ん
″
は
、
い
つ
ま
で
も

忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
存
在
と
し
て

胸
の
中
に
残
っ
て
い
た
の
だ
。

を市民の手で再建
両

；
：
殉
，
．
が
鱗
灘
鍵
一

〃
兵
庫
の
大
仏
つ
あ
ん
〃
・
年
配
の
方

は
、
こ
れ
を
聞
く
と
懐
し
く
感
じ
る
。

へ
え
、
兵
庫
に
大
仏
が
あ
っ
た
の
か
、

と
は
若
い
人
の
反
応
。
兵
庫
区
の
能
福

寺
境
内
に
兵
庫
大
仏
が
建
て
ら
れ
た
の

は
明
治
型
年
。
５
月
９
日
に
開
眼
法
要

が
行
わ
れ
て
い
る
。
往
時
の
兵
庫
は
、

神
戸
随
一
の
繁
華
街
。
兵
庫
大
仏
へ
の

参
詣
者
は
引
き
も
切
ら
ず
、
こ
の
界
隈

は
股
賑
を
極
め
て
い
た
。
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の
著
書
の
扉
に
も
兵
庫
大
仏
の

写
真
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
嘗
て
の
兵
庫

大
仏
は
、
港
に
上
っ
た
外
国
人

が
人
力
車
で
ま
ず
見
に
来
る
ほ

ど
の
名
所
で
あ
っ
た
わ
け
で

｛
９
．昭

和
弱
年
に
は
、
兵
庫
大
仏

再
建
奉
賛
会
も
出
来
ま
し
た
。

兵
庫
大
仏
は
庶
民
の
信
仰
の

対
象
で
あ
る
と
と
も
に
、
兵
庫

界
隈
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

来
年
一
月
に
は
基
壇
の
基
礎

工
事
に
か
か
り
、
秋
に
は
高
さ

加
米
の
実
物
大
の
鋳
型
が
完
成

の
予
定
で
す
。
出
来
れ
ば
昭
和

鈴
年
に
開
眼
法
要
を
行
い
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

｜
人
で
も
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
と
浄
財
に
よ
り
一
人
一
人

の
思
い
の
こ
も
っ
た
〃
真
の
民

衆
立
の
大
仏
さ
ま
〃
で
あ
り
た

い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

八
寄
付
金
募
集
要
項
Ｖ

一
、
寄
付
金
目
標
額
／
金
五
億
円

一
、
募
集
期
間
／
昭
和
開
年
柁
月

訓
日
迄

一
、
寄
付
金
依
頼
額
／
個
人
一
口

一
万
円
、
法
人
一
口
十
万
円

☆
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
大
仏
づ
く

り
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら

雲
井
住
職
が
考
案
し
た
の
が
、
寄
進
用

銅
板
。
こ
れ
は
、
縦
型
セ
ン
チ
横
４
セ

ン
チ
で
卒
塔
婆
を
型
ど
り
、
下
端
に
縦

横
４
セ
ン
チ
の
お
守
り
が
つ
く
。
材
質

は
銅
妬
％
、
錫
晦
％
と
大
仏
の
材
質
と

同
じ
。

「
南
無
摩
詞
毘
鹿
遮
那
俳
」
と
刻
ま
れ

た
銘
の
下
に
、
寄
進
者
の
願
文
と
名
前

を
書
き
入
れ
、
お
守
り
の
部
分
を
切
り

離
し
て
奉
納
す
る
と
、
大
仏
を
鋳
造
す

る
と
き
に
、
雲
井
住
職
が
読
経
し
な
が

ら
炉
に
入
れ
て
く
れ
る
。

「
こ
れ
ら
の
銅
板
は
、
大
仏
の
頭
の
部

分
に
な
り
ま
す
」
と
の
こ
と
で
、
文
字

通
り
に
庶
民
の
手
に
な
る
兵
庫
大
仏
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。

一
枚
二
千
円
。

☆
一
人
一
人
の
思
い
で

兵
庫
大
仏
の
再
建
を

雲
井
世
雄
八
能
福
寺
住
職
Ｖ

嘗
て
〃
遊
び
に
行
く
な
ら
楠

公
さ
ん
（
湊
川
神
社
）
と
大
仏

さ
ん
〃
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
、
兵

庫
大
仏
は
庶
民
の
娯
楽
の
中
心

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
時
中
、

金
属
回
収
令
に
よ
っ
て
供
出
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の

地
に
ぜ
ひ
と
も
大
仏
を
再
建
し

た
い
と
の
気
運
が
盛
り
上
っ
て

来
て
い
ま
す
。

映
画
評
論
家
の
淀
川
長
治
さ

ん
は
、
〃
兵
庫
大
仏
の
境
内
が

幼
稚
園
だ
っ
た
〃
と
い
う
意
味

の
こ
と
を
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

故
・
渋
谷
天
外
の
初
舞
台
も
こ

こ
の
境
内
と
い
う
こ
と
で
す
。

記
録
に
よ
り
ま
す
と
、
ラ
フ
カ

デ
ィ
オ
。
ハ
ー
ン
や
タ
ゴ
ー
ル

も
来
て
い
ま
す
。
日
本
ア
ル
プ

ス
を
初
調
査
し
た
ウ
ェ
ス
ト
ン

篭
．
…
蕊
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